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平
成
十
年
七
月
二
五
日
（
土
）
午

後
、
共
同
研
究
テ
ー
マ
「
ス
ポ
ー
ツ

事
故
の
防
止
と
医
療
を
考
え
る
」
の

下
、
金
沢
大
学
文
法
経
棟
講
堂
に
お

い
て
開
催
（
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

及
び
討
論
の
三
部
）
さ
れ
た
。
医
師

会
の
「
生
涯
教
育
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ

医
資
格
更
新
講
習
会
」
の
認
定
講
座

に
指
定
さ
れ
、
多
数
の
来
場
者
を
迎

え
た
。
ス
ポ
ー
ツ
事
故
を
巡
る
ス
ポ

ー
ツ
法
学
と
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
と

の
結
び
付
き
の
必
要
性
を
痛
感
す
る

研
究
会
と
な
っ
た
。

全
体
司
会
は
、
長
嶋
淳
三
会
員
と

菅
原
哲
朗
会
員
と
が
務
め
た
。
鴨
野

幸
雄
（
金
沢
大
学
法
学
部
長
）
会
員

に
よ
る
会
場
校
あ
い
さ
つ
の
後
、
梅

田
俊
彦
・
石
川
県
医
師
会
長
か
ら
開

会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
医
師
間

で
は
、
診
断
書
を
ど
の
よ
う
に
書
け

ば
医
師
と
し
て
の
責
務
を
ま
っ
と
う

で
き
る
か
等
の
問
題
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
今

回
の
研
究
会
に
期
待
し
た
い
こ
と
が

述
べ
ら
れ
た
。
講
演
の
部
で
は
、
ま

ず
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
立
場
か
ら
、

村
山
正
博
・
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医

学
会
理
事
よ
り
『
ス
ポ
ー
ツ
と
突
然

死
』
と
題
し
て
論
じ
ら
れ
た
。
突
然

死
の
意
義
に
は
じ
ま
り
、
一
般
人
に

つ
い
て
の
概
要
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
発

生
状
況
、
代
表
例
等
が
示
さ
れ
た
。

特
に
、
医
師
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
一
般
人
と
の

「
目
的
」（
金
銭
・
記
録
等
か
、
健
康

か
）
の
違
い
に
対
す
る
理
解
が
必
要

な
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
心
臓
疾
患

に
起
因
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
、

蘇
生
術
の
実
施
の
重
要
性
（
ア
メ
リ

カ
で
は
不
実
施
が
訴
訟
問
題
と
な
る
）

が
力
説
さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
法
学
の
立
場
か
ら
は
、

伊
藤
堯
・
日
本
ス
ポ
ー
ツ
法
学
会
会

長
よ
り
『
ス
ポ
ー
ツ
事
故
に
お
け
る

法
的
諸
問
題
』
と
題
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
ス
ポ
ー
ツ
法
学
の
流
れ
を
踏
ま

え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
法
学
発
展
の
た
め

の
提
言
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

最
近
の
判
例
に
登
場
す
る
難
解
な
事

故
症
例
（
医
学
用
語
）
へ
の
理
解
の

重
要
性
を
説
く
と
と
も
に
、「
セ
イ
フ

テ
ィ
（
安
全
な
）
・
ス
ポ
ー
ツ
」
と

い
う
よ
り
、
救
急
措
置
や
保
険
等
の

保
障
の
確
保
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
安
心
で
き
る
）
・

ス
ポ
ー
ツ
」
を
論
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
法

学
会
の
責
務
が
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
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す
る
た
め
に
は
、
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医

学
会
の
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
あ

る
と
の
熱
い
ア
ピ
ー
ル
が
提
示
さ
れ

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
部
は
、
五
人
の

論
者
に
よ
り
、
共
同
研
究
テ
ー
マ
に

関
連
し
た
各
々
の
観
点
か
ら
、
発
表

が
あ
っ
た
。

川
久
保
清
（
東
京
大
学
）
会
員
に

よ
る
『
ス
ポ
ー
ツ
の
参
加
基
準
』
で

は
、
疾
患
を
持
つ
人
が
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
し
た
い
場
合
の
判
断
基
準
に
つ

い
て
、
①
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
医
学

的
検
査
の
目
的
、
②
第
一
次
検
査
、

③
第
二
次
検
査
、
④
ス
ポ
ー
ツ
参
加

の
可
否
の
判
断
、
の
角
度
か
ら
論
じ

ら
れ
た
。
医
師
が
判
断
基
準
を
示
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
者
が
医
師
の
判

断
を
ど
う
と
ら
え
る
か
は
個
人
の
問

題
で
あ
り
、
こ
こ
に
解
決
の
困
難
さ

が
あ
る
旨
が
最
後
に
指
摘
さ
れ
た
。

武
者
春
樹
（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

大
学
）
会
員
に
よ
る
『
ス
ポ
ー
ツ
参

加
の
た
め
の
診
断
書
』
で
は
、
ま
ず
、

①
診
断
書
を
発
行
す
る
医
師
の
法
的

責
任
問
題
が
、
両
学
会
が
つ
な
が
る

要
因
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
診
断
書
を

め
ぐ
る
状
況
の
変
化
（
自
分
の
た
め

の
診
断
書
か
ら
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
等
が
免
責
を
得
る
た
め
の
診
断

書
）
及
び
そ
れ
に
伴
う
医
師
の
困
惑

が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
ス
ポ

ー
ツ
参
加
者
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
で
の
検
査
項
目
及
び
診
断
書
書
式

の
各
案
が
提
示
さ
れ
た
。
更
に
、
ス

ポ
ー
ツ
医
と
一
般
医
師
と
の
間
に
診

断
書
作
成
上
の
法
的
責
任
（
注
意
義

務
）
に
差
が
あ
る
の
か
と
の
問
題
提

起
が
な
さ
れ
た
。

宇
都
木
伸
（
東
海
大
学
）
会
員
に

よ
る
『
ス
ポ
ー
ツ
診
断
書
の
法
的
性

格
』
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
事
故
で
は
、

基
本
的
に
は
、
参
加
者
の
自
己
責
任

で
あ
る
と
し
、
例
外
的
状
況
で
医
師

が
登
場
す
る
と
す
る
。
武
者
報
告
を

受
け
る
形
で
、
内
因
性
の
ス
ポ
ー
ツ

事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
診
断
書
を

書
い
た
医
師
の
法
的
責
任
に
関
し
て
、

関
連
す
る
判
例
を
取
り
上
げ
て
論
じ

ら
れ
た
。

日
野
一
男
（
実
践
女
子
短
大
）
会

員
に
よ
る
『
ス
ポ
ー
ツ
事
故
に
お
け

る
指
導
者
の
責
任
』
で
は
、
指
導
者

の
様
々
な
「
不
知
」
が
示
さ
れ
、
そ

れ
に
よ
る
事
故
発
生
の
危
険
が
指
摘

さ
れ
た
。「
不
知
」
と
し
て
、
現
代
の

子
の
潜
在
的
危
険
性
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
理
論
、
活
動
者
の
身
体
的
特
性
、

種
目
特
性
、
施
設
特
性
、
活
動
期
の

自
然
環
境
、
医
学
的
情
報
、
事
故
統

計
資
料
、
の
各
不
知
が
列
挙
さ
れ
、

そ
の
上
で
判
例
を
踏
ま
え
て
指
導
者

の
法
的
責
任
が
論
じ
ら
れ
た
。

野
崎
明
（
石
川
県
教
育
セ
ン
タ
ー
）

に
よ
る
『
ス
ポ
ー
ツ
事
故
と
情
報
公

開
』
で
は
、
現
在
の
学
校
の
現
状

（
生
徒
の
危
険
回
避
能
力
の
低
下
等
）

を
踏
ま
え
、
課
外
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
部
）
活
動
事
故
に
関
す
る
判
例
の
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
積
極
的
な
事

故
防
止
対
策
と
し
て
、
危
険
情
報
の

公
開
・
共
有
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
安

全
教
育
の
徹
底
が
論
じ
ら
れ
た
。

討
論
の
部
で
は
、
①
大
学
で
の
心

電
図
等
の
実
施
（
回
数
も
）
及
び
麻

薬
等
使
用
の
証
明
に
お
け
る
検
査
内

容
・
程
度
、
②
高
校
で
の
運
動
選
手

に
必
要
な
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の

内
容
、
③
医
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
診
断
書
に
関
す
る
諸
問
題
（
医
療

水
準
た
り
う
る
か
、
医
療
慣
行
と
の

優
劣
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
た
場

合
の
学
会
の
法
的
責
任
、
診
断
書
作

成
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
医
と
一
般
医

師
と
の
責
任
の
差
）
等
に
つ
い
て
質

疑
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
濱
野
吉
生
・
日
本
ス
ポ
ー

ツ
法
学
会
副
会
長
よ
り
、
閉
会
の
あ

い
さ
つ
と
し
て
、
共
同
研
究
会
が
成

功
裡
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

た
。

（
敬
称
省
略
）

（
吉
田
勝
光
　
記
）
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○
九
八
年
十
月
二
四
日
早
稲
田
大
学

○
出
席
者
　
伊
藤
会
長
　
濱
野
副
会

長
　
千
葉
　
永
井
　
小
笠
原
　
＊

委
任
状
　
坂
本
　
山
田
　
菅
原

萩
野
　
森
川
　
湯
浅
　
井
上
　
池

井
監
事
　
佐
藤
監
事

○
第
一
議
題
「
大
会
日
程
に
つ
い
て
」

は
、
既
に
会
報
十
一
号
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
（
四
月
十
一
日

理
事
会
議
事
要
録
）、
進
め
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

○
第
二
議
題
「
人
事
に
つ
い
て
」
は
、

会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
、
三

部
会
長
の
協
議
に
よ
る
原
案
が
承

認
さ
れ
、
総
会
に
会
長
よ
り
提
案

す
る
こ
と
と
し
た
。
理
事
会
人
事

と
し
て
、
年
報
編
集
長
に
中
村
裕

司
、
新
事
務
局
に
望
月
浩
一
郎

（
会
計
）、
千
田
志
郎
（
庶
務
）
を

加
え
る
事
と
し
、
高
橋
雅
夫
、

佐
々
木
光
明
、
増
尾
均
と
、
交
替

す
る
こ
と
と
し
た
。

○
第
三
議
題
「
一
九
九
八
年
活
動
報

告
並
び
に
一
九
九
九
年
事
業
計
画
、

一
九
九
八
年
会
計
報
告
並
び
に
一

九
九
九
年
予
算
案
に
つ
い
て
」
協

議
の
結
果
承
認
さ
れ
た
。

○
「
そ
の
他
」
年
報
六
号
の
、
依
頼

原
稿
執
筆
者
二
名
、
書
評
二
名
の

人
選
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
事
務
所
に
つ
い
て
、

移
転
す
る
可
能
性
が
報
告
さ
れ
た
。

次
回
一
九
九
九
年
四
月
一
〇
日

（
土
）
一
四：

〇
〇
早
稲
田
大
学
を

予
定
。

○
九
八
年
九
月
二
六
日
早
稲
田
大
学

○
出
席
者
　
伊
藤
会
長
　
濱
野
副
会

長
　
千
葉
　
菅
原
　
諏
訪
　
永
井

山
田
　
萩
原
　
小
笠
原
　
佐
藤
監

事
　
＊
委
任
状
　
森
川
　
井
上

坂
本
　
池
井
監
事
　
金
沢
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
報
告
の
た
め
根
保
会
員
が

参
加

○
第
一
議
題
「
新
入
会
員
に
関
す
る

件
」
で
は
、
野
崎
明
（
石
川
県
教

育
セ
ン
タ
ー
）、
服
部
光
男
（
成
蹊

学
園
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）、
今
村

幹
雄
（
東
京
第
二
弁
護
士
会
仲
裁

セ
ン
タ
ー
）、
中
山
鹿
次
（
ラ
ン
ニ

ン
グ
・
レ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）、

川
久
保
清
（
東
京
大
学
）、
藤
井
政

則
（
阪
南
大
学
）、
高
橋
め
ぐ
み

（
神
奈
川
大
学
）
の
入
会
が
承
認
さ

れ
た
。

○
第
二
議
題
「
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ

医
学
会
と
の
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
つ
い
て
」
で
は
、
学
会
予
算
の

二
〇
万
円
に
つ
い
て
、
そ
の
決
算

を
事
務
局
長
が
報
告
す
る
と
と
も

に
、
現
地
実
行
委
員
会
よ
り
根
保

会
員
が
、
資
料
に
基
づ
き
状
況
報

告
と
会
計
報
告
を
行
い
、
承
認
さ

れ
た
。
参
加
者
一
九
七
名
で
あ
っ

た
。

○
第
三
議
題
「
大
会
に
お
け
る
個
人

研
究
発
表
に
つ
い
て
」
で
は
、
田

中
誠
、
吉
田
勝
光
、
森
浩
寿
、
小

谷
寛
二
、
水
沢
利
栄
の
各
会
員
か

ら
申
し
込
み
が
あ
り
、
検
討
の
結

果
、
全
員
に
発
表
し
て
も
ら
う
こ

と
と
な
っ
た
。

○
第
四
議
題
「
人
事
に
つ
い
て
」
は
、

任
期
満
了
に
よ
る
、
会
長
そ
の
他

の
人
事
に
つ
い
て
、
次
回
ま
で
に

会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
、
三

部
会
長
が
協
議
し
、
原
案
を
作
る

こ
と
と
し
た
。

○
「
そ
の
他
」
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
提
言
者
で
あ
る
小
林
真
里
会
員

が
、
都
合
に
よ
り
提
言
で
き
な
く

な
っ
た
の
で
、
他
も
求
め
る
こ
と

と
し
た
。

一
九
九
八
年
　
第
四
回

理
事
会
議
事
要
録

一
九
九
八
年
　
第
三
回

理
事
会
議
事
要
録
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○
一
九
九
八
年
一
月
二
四
日
学
会
事

務
所

○
出
席
者
　
長
島
　
武
者
　
川
久
保

菅
原
　
宇
都
木
　
小
笠
原

○
認
定
医
制
度
を
総
合
的
に
検
討
し

た
。

○
金
沢
大
学
に
お
け
る
両
学
会
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
を

「
ス
ポ
ー
ツ
事
故
の
防
止
と
医
療
を

考
え
る
」（
仮
案
）
と
し
て
、
講
演

者
提
言
者
等
を
決
め
た
。
ま
た
、

『
月
間
体
育
施
設
』
の
新
連
載
「
ス

ポ
ー
ツ
の
法
と
医
学
」
の
執
筆
分

担
を
決
め
た
。
こ
の
日
は
、
ド
ー

ピ
ン
グ
の
問
題
に
つ
い
て
、
佐
藤

が
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
都
合
で
出
席
で
き
ず
次
回
回

し
と
し
た
。

○
一
九
九
八
年
四
月
二
五
日
学
会
事

務
所

○
出
席
者
　
長
島
　
武
者
　
川
久
保

望
月
　
菅
原
　
宇
都
木
　
小
笠
原

○
金
沢
大
学
に
お
け
る
日
本
臨
床
ス

ポ
ー
ツ
医
学
会
と
日
本
ス
ポ
ー
ツ

法
学
会
と
の
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
七
月
二
五
日
）
の
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
そ
の
他
総
合
的
実
施

案
に
つ
い
て
協
議
し
、
決
定
し
た
。

○
「
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ド
ー
ピ
ン

グ
と
医
療
―
医
師
の
対
応
と
責
任

―
（
ド
イ
ツ
を
中
心
に
）」
佐
藤
、

「
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
と
学
会
認
定

医
制
度
」
宇
都
木
、
の
報
告
を
中

心
に
研
究
協
議
し
た
。

○
一
九
九
八
年
九
月
二
六
日
早
稲
田

大
学

○
出
席
者
　
長
島
　
武
者
　
川
原

貴
（
東
京
大
学
）
菅
原
　
小
笠
原

○
「
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
協
議
会
の

議
事
の
状
況
」
佐
藤
、「
日
本
に
お

け
る
ド
ー
ピ
ン
グ
の
実
情
と
問
題

点
、
ス
ポ
ー
ツ
仲
裁
裁
判
所
」
川

原
、
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
本
共

同
研
究
会
を
次
回
（
一
九
九
九
年

一
月
二
三
日
）
の
総
括
を
も
っ
て
、

一
応
終
了
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

日
本
臨
床

日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会

医
学
会�

　
　
と

　
　
と
の
共
同
研
究
会

共
同
研
究
会
に
つ
い
て�

共
同
研
究
会

共
同
研
究
会�

日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会�

　
　
と
の
共
同
研
究
会
に
つ
い
て�

共
同
研
究
会�

年
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

●
第
一
号

一
九
九
四
年

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
当
事
者
関
係

●
第
二
号

一
九
九
五
年

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
紛
争
と
事
故

●
第
三
号

一
九
九
六
年

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
契
約
の
諸
問
題

●
第
四
号

一
九
九
七
年

ス
ポ
ー
ツ
の
権
利
性
と
文
化
性

ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
性
・
権
利
性
と
法
理
念

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
千
葉
正
士

ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
お
け
る
権
利
の
形
成
・
侵

害
・
放
棄

…
…
…
…
…
…
…
…
…
及
川
　
伸

日
本
ス
ポ
ー
ツ
法
学
会
第
四
回
大
会

基
調
講
演

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
自
己
決
定
権
と
契
約
責

任
　
―
登
山
事
故
を
め
ぐ
っ
て
―

…
…
濱
野
吉
生

文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

…
…
…
寒
川
恒
夫

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
提
言

ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
性
に
つ
い
て
　
―
「
比
較
ス

ポ
ー
ツ
文
化
論
」
の
立
場
か
ら
―
…
…
…
稲
垣
正
浩

ス
ポ
ー
ツ
ル
ー
ル
の
構
造
特
性

…
小
谷
寛
二

テ
ニ
ス
環
境
の
保
護
に
つ
い
て
　
―
テ
ニ
ス
会

員
権
訴
訟
に
お
け
る
問
題
点
―

…
…
…
吉
田
雅
子

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
討
論
要
旨

自
由
研
究

野
球
型
ス
ポ
ー
ツ
事
故
判
例
に
関
す
る
一
考

察
　
―
こ
れ
ま
で
に
公
に
さ
れ
た
判
例
を
概
観
す
る
―

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉
田
勝
光

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振

興
政
策
と
ス
ポ
ー
ツ
事
故
防
止
政
策

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
根
保
宣
行

ス
ポ
ー
ツ
事
故
に
お
け
る
『
安
全
配
慮
義
務
』

理
論
の
機
能

…
…
…
…
…
…
…
…
田
中
淳
子

ス
キ
ー
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
Ｐ
Ｌ
法
に
関
す
る

研
究

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水
沢
利
栄

イ
ギ
リ
ス
の
Ｆ
Ｌ
Ａ
を
め
ぐ
る
諸
規
程
に
つ

い
て
の
一
考
察
　
―
サ
ッ
カ
ー
競
技
場
の
安
全
政
策

に
お
け
る
ラ
イ
セ
ン
ス
機
関
、
地
方
行
政
機
関
、
ク
ラ

ブ
の
機
能
的
連
携
―
…
…
…
…
…
…
…
中
村
祐
司

ア
メ
リ
カ
四
大
リ
ー
グ
に
か
か
わ
る
反
ト
ラ

ス
ト
法
上
の
取
扱
い
の
経
緯
　
―
リ
ー
グ
に
お
け

る
「
選
手
」
の
取
引
制
限
に
つ
い
て
―

…
川
井
圭
司

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
を
め
ぐ
る
社
会
問

題

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木
戸
啓
起

フ
ラ
ン
ス
「
体
育
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

関
す
る
一
九
七
五
年
一
〇
月
二
九
日
の
法
律

第
七
五
―
九
八
八
号
」
の
成
立
過
程
の
研
究

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
齋
藤
健
司

書
評『

ス
ポ
ー
ツ
ル
ー
ル
学
へ
の
序
章
』
小
谷
寛
二

Sports
and
the
Law
-M
ajorLegalC

ases

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
井
上
洋
一

学
会
通
信


